
6月20日 土 ー 8月20日 木 
2019年度 シンポジウム 

テーマ 高齢者グループリビングと地域ケア資源の連携 

新型コロナウイルス感染防止のため、9月に延期しておりましたシンポジウムについて、

開催方法を変更し実施することにいたしました。今後新型コロナウイルス感染拡大の2

波、3波が予測されている状況の中で、この時期に高齢者の住まいの関係者が全国

から関東に集まるのはリスクがあります。このことから集会で行うシンポジウムを中止し、

メールを介して開催することになりました。具体的には、2019年度3月末までにテーマ

に沿って行った調査の報告書を配布し、それに関わる質問や意見を集め、質問等の

内容に関連する運営者や研究者等が答えた後に、質疑応答の内容をまとめシンポジ

ウムの報告書をつくり配布します。皆様お誘いあわせのうえ、ぜひご参加ください。 

■シンポジウムの概要 

「自立と共生」を理念に掲げる高齢者グループリビングは、一人暮らしの不安を緩和

し、家庭的料理と会話がある日常を送ることができる住まい方であり、共同でケアを受

けることを目的とする高齢者施設・住宅とは異なるスタイルの暮らしを実践してきまし

た。しかし、居住者の加齢が進むなかでケアを必要とするケースが増加しており、グルー

プリビングの特徴を維持しながら、地域のケア資源と連携をとりつつ、グループリビングで

暮らし続ける選択肢を広げる必要性が生じています。今年度は協議会会員のグルー

プリビングの運営者への聞き取りを通じて高齢者グループリビングと地域ケア資源の連

携の望ましいあり方を分析、整理するとともに、望ましい姿を実現するために必要な手

段を明確にすることを目的としました。調査を報告し議論を行います。 

■スケジュール 

 

 

 

 

 シンポジウム 

 

期間  6月20日（土）から 

           8月20日（木） 

 

申込受付期間 

     6月10日（水）から 

       6月19日（金） 

     

開催方法    

調査報告書をもとに  

      メール等での質疑回答 

 

＊受付終了後、調査報告書と質疑

等のフォーマットデータをメールに添

付し、送付いたします。 

 

定員  50人 

＊定員になり次第、 

 受付を終了いたします。 

 

参加費   無料（会員等＊） 

     5000円（一般 ＊＊) 

  
＊会員等とは、会員及び会員の 

グループリビング居住者・スタッフ等 
＊＊一般の方には申し込み終了後、

参加費の入金方法をお知らせいた

します。 

 

主催 

ＮＰＯ法人てのひら 

兵庫県高砂市荒井町小松原 
1-7-13 

TEL079－442－2476 
 

共催 
グループリビング運営協議会 
北海道登別市桜木3-2-10 

http://glnet-groupliving.org/ 

 
後援 

公益財団法人JKA 

 
  

質問期間

回答期間

参加受付期間
事務局は参加者に調査報告書と質問・意見を
記入するフォーマットをメールで送付。

参加者は調査報告書を読み、質問・意見を事
務局にメールで送付。
事務局は7月14日までに質問内容をテーマごと
に分け、質問に答える人（回答者）にメールで
依頼。

回答者は8月10日までに回答を記述したデータ
を事務局にメールで送付。

事務局は8月20日までにシンポジウム報告書を
参加者全員にメールで送付。

6月10日～
6月1９日

6月20日～
７月10日

7月15日～
8月10日

シンポジウム報
告書

8月20日

http://glnet-groupliving.org/


■シンポジウム講師（五十音順） 

 

石原 智秋      NPO法人てのひら理事長 

大江 守之      慶應義塾大学名誉教授・NPO法人COCO湘南理事長 

小島 美里      NPO法人暮らしネット・えん代表理事 

近兼 路子      慶應義塾大学SFC研究所上席所員 

  土井原奈津江   慶應義塾大学SFC研究所上席所員 

  中西 眞弓      甲南女子大学教授 

  林 和秀        立教大学大学院後期博士課程・NPO法人暮らしネット・えんスタッフ 

  星川 光子         NPO法人いぶりたすけ愛理事長 

  宮野 順子      武庫川女子大学建築学部講師 

 

●高齢者グループリビングとは 

高齢者グループリビングは、パッケージ化された暮らしのシス テムを購入する仕組みで

はなく、地域のなかで、みずから暮らしをつくる楽しみと自由が含まれる居住スタイルで

す。この暮らし方は全国に広がりつつあります。  

私たちは、一人暮らし高齢者の孤立を防ぎ、生活の質を上げ、 地域との繋がりを促

進するためには、高齢者グループリビングという住まい方が有効だと考えています。  

可能な限り住み慣れた地域で、自分らしい暮らしを人生の最期まで続けることをめざ

す地域包括ケアシステムを実現していく ために、地域資源を活用して共に暮らす高齢

者グループリビン グは、高齢期の住まい方の新しい選択枝の1つとなっています。  

 

●グループリビング運営協議会とは  

グループリビング運営協議会は、グループリビングの運営を通 して蓄積してきた経験や

知識をもとに、運営者、居住者、研究 者、関心を持つ人などがお互いに話し合い、よ

り良い暮らしの場を作っていくことを目標にしています。 

 

 

 

 

お申し込み方法 

 

以下のいずかの方法でお申し込みく

ださい。 

1）グループリビング運営協議会ＨＰ 

お問合せホームからのお申し込みも

受け付けます。 

 グループリビング運営協議会 
 HP内「お問い合わせフォーム」 
 http://glnet-groupliving.org/ 

 

2) 事務局（土井原）のメール 

会員の皆様には、会報等をお送りし

ている土井原のメールアドレスから

のお申し込みも受け付けます。 

◆申込締切 6月19日（金） 

＊定員になり次第締め切りとさせて

いただきます。 

◆お問合せ先 

グループリビング運営協議会    
HP内「お問い合わせフォーム」 
http://glnet-groupliving.org/ 

 

  

 

http://glnet-groupliving.org/
http://glnet-groupliving.org/

